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Ⅰ は じ め に

マラヤにおける水稲育種の歴史はかなり古 く,今か ら約50年前に闘姶され,主 として英人技

師により在来品種の比較試験に続いて純系分離法によって第二次大戦までに幾つかの優良品種

を育成 したが,不幸に して大戦のためすべての試験は中止 されていた｡戦後再開された育種試

験は,後述のとおり再度純系分離法によったが,育種の成果を飛躍的に上げるために,やがて

必然的に交雑育種法を採用す るところとなった｡ しか しながら,マラヤにおける技術者の極端

な不足 と水稲の交雑育種に関する知識 と経験の不足か ら,雑種後代の取扱いはきわめて不十分

であったo このことか ら, 育種に関 して も日本人専門家による援助が望まれ,1958年 8月以

莱,コロンボ計画により専門家が引続き派遣されて今 日に至 っている｡

Ⅲ 育 種 の 目 標

戦前の育種 目標の重点はもっぱら多収性にあったようである｡ しか しやがて国内の広い地域

から試験材料 としての品種の 収集比較が進むにつれ, たとえば北部マラヤの品種は Malacca

では生育 日数の異なることを知 り,感光性の概念を考慮に入れ るに至 ったと思われる｡このよ

うにして戦後 しばらくの品種改良には,若干の広域適応性を考慮 しつつ, -｡),ti｢マラヤの各地

域における平均季節条件下で最高収量をあげる品種を選抜育成す ること｣に二五責がおかれたO

-刀,第二次大戦中日本人により導入 された台湾品種 PeBiFunなどが ProvinceWellesley

で Offseasonに栽培されて多収をあげ, 敬後この州において二期作が急速に普及 してきたこ

とは,新 しい育種の目標 と可能性をもたらした｡すなわち,インド型に属するマラヤ品種のほ

とんどが生育口数長 く感光性の高いために,長日条件下の Offseasonの作付けではきわめて不

良の結果を示すことか ら,二期作の安定化 と,更に進んで季節および緯度の影華lrT;-,Ji-受けない稲
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作 U)IT'1Jl'-.I_lr/.U_)たLV)こ二,非感光性優良晶種のf拍封ま屯要な育種目標の一つとされた〕

次に近年,施肥法など栽培技術の改善に対 して技術者の闇心が高まり,その検討がなされる

とともに,従来のインド型マラヤ品種の別の欠点が問題となった｡すなわち,インド型品種は

一般に長梓で倒伏 しやすいことが知 られていたが,施肥により倒伏が一層助長されることと同

時に,増肥が栄養_/上長には役だっても千実生産に結びつかない場合が多かったC こU_〕ことから

インド型品種について肥料反応および帖肥性の面か ら再検討する必要に迫 られ,同日封こ交雑ff

種により日本型品種のもつ強梓耐肥多収性伏‖二の導入が企てられた3

なおまた,前述 PeBiFunを主体とする台湾品種の普及により,水稲第二期作 (Offseason)

の栽培が可能になったが, これ ら台湾品種は生百口数煩 く, かつかなり多収の長所を もつ反

1妬 最大の欠点として米質の不良 (sticky)があげられた (別報両川氏,佐本氏参照)､こレ)た

め,この米質の改良 ということも主要な日和目標とされたが,とくにT'詞如 )交配親として口本

型品種をF肌 たヽ場合,百成.]Fl]種の米質 としては日本型の特性 (短持,sticky) をもたないこと

が要求された｡

.廿Lu)ことを総括 し,現在C))マラヤにおける水稲百柿uj主要 目杷汗ま

1. 感光性の低いこと (二期作用としてはこれに早熟性が加味される)

2. 強梓で倒伏に強いこと (短秤が一つの選抜目標となるが極短程は作業能率の低下により

農民に好まれない場合がある)｡

3. 耐肥性にす ぐれ多収であることこ:

4. 米は non-stickyの良質であること (できれば長粒が望まれる)､二

であり,これに耐病虫性および PenyakitMerah抵抗性などが付け加えられる

IR 育 種 の 組 織

戦前の試験場は1915年に TitiSerong(Perak州)に開設されたのを初めとして,1921年に

PulauGadong(Malacca州),1929年に TelokChengai(Kedah州), 1932年に KotaBahrtl

て,これらを一貫 した育種試験が行なわれていたようである｡戦後 もほぼこの形で百種試験が

再開されたが,とくに TelokChengaiおよび PulauGadongの両試験場はそれぞれ北部およ

び南部の品種育成の中心となっており,現在ではこれに二期作地帯の BukitMerah(Province

wellesle)月 日)試験場を 加えることができる｡ その他の大小試験地 として全国 約50の 州立 水

稲 試験場があり, 上郡機関として息 農漁業省農業局研究部U)BotanyDivisionがf用三部門

を統轄 している

このように組織としては一応一貫 した形であるが,その運営についてはかなりの欠陥がみら

れノる､､それは他の稲作技術部門 と同 じく,とくに専FT明文両者の不足によるも(ノ)である,,すなか
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ちこれ ら全国多数の試験場で実施される育種試験の計画 立案,実施および結果の考察はすべて

Divjsionの長 (SeniorBotanist)を含めた 1- 2のスタッフで行なわれているが, 専門的知

識をもつ ものがこれ らの試験場に駐在することは きわめてまれで, 実際 の試験の遂行には,

Divisionか らそれぞれの場所に送付される設計書に従 って知識経験に乏 しい下級職員 (Agric.

Assistantまたは JuniorAgric.Assist.)が当っている｡こ0)ため各試験場か らDivisionに送

付される試験結果は必ず しも妥当のもo)であったとは思われない点があった｡とくに交雑育種

法の採用により,主要試験場で雑種集団 (progenyplot)の養成 と選抜ならびに系統育成 (ear

row)が開始 されるにともない, 選抜など高度の知識と経験を要する試験操作にはかなりの混

乱が生 じていた｡

1958年以降派遣 された日本人育種専門家は P.Wellesley中部の BukitMerah水稲試験場

に駐在 し, その後同州北部の BunbongLimaに新設 された州立水稲試験場 も加えて両試験地

において,主 として二期作に適す る新品種の育成を目標に育種事業を遂行するかたわら,マラ

ヤ人技術者および技術補助者の指導教育を行ない,同時 に,育種試験の方法確立 と効率化のた

めに,Divisionのスタッフに対 して適宜勧告 と助言,を行なってきているLl

nr 育 種 の 方 法

1. 純系分離による育種

1915年 H･W.Jackが TitiSerong水稲試験場で純系分離による育種を開始 し,これがマラ

ヤにおける水稲育種の始まりとなった｡ この成果 として,在来種 SeraupKechilや Radin に

由来す る幾つかの多収系統が選出され普及に移された｡ またその後 Telok Chengaiおよび

PulauGadongの試験場でも在来種か らの純系分離が実施され,RadinChina,Nachin あるい

は Siam などに由来する優良系統が相次いで選出されて普及に移された｡ しか しなが ら第二

次大戦 により1941年以降の育種事業は完全に停止 され,多 くの優良系統の種子は失なわれ,また

幸いにそれまでに広 く普及 していてそう矢を免れた品種 も種子混交によりきわめて雑ばなもの

になったということである｡ このため戦後1947年に再開された育種試験は初めか らや り直す必

要があった｡ わずかに Telok Chengaiとその他若干の試験場で系統が保有されていたので,

先ずこれ ら系統および品種について戦前 との比較において生産力をチェ ックし純度を評価す る

ことを手始めとし,1947-1950年の第一次 3か年計画,1954年までの第二次,1958年までの第

三次計画によって昭次試験を進め,全国50余の水稲試験場において品種の収集比較と純系の分

離選抜を実施 し,一応の成果をあげてきた ..この間に取扱われた品種および系統数は第 1表の

とおりである｡

この仕事は,その後国の内外か らの導入品柾 も含めて引続 き現在 も実施されているが,より

大きな育種効果をあげるために,現在の育種試験の鼠 責は しだいに交雑育種に移行 しつつある｡
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?;;1 長 マ ラヤ.':お.')-ノう純系分雑音挿しノJ供試､!// (1947-1958)

年 次 検 定 品 種 ､皇 位 定 系 統 敷

1947-1950
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4

9

6

i nU
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6

9

1

2

は,1959牛用 準日本入朝 HjJ京に委託 されたが; この試 験材料か らは大きな成果は期待 されてい

ない ー

2. マ ラヤ晶沌障ル)交耗 (localhybrid) によるT'1--樟

1927-28年に TitiSerong水稲試験場 では じめて交配が 行なわれノたがネズ ミ膏 レ)ため失 敗

し, i,'Jiいで1929隼～30年に 2組合せの交配に成功 したと報告 されてい る｡ しか しそU)後o~)報iT.--

.7まな く, 成果は得 られ.ないままに終 っている｡ 戦後 1950-51年 に再び交雑育種が開始 され.,

KualaLumpurの BotanyDivisionで交配を行ない,雑種後代は PulauGadong およごごTelok

Chengai試験場で集団の養戊 と選抜が実施され,そ())後い くつかレつ他の試験地へ も某囲および

･'l'-津か/)種 十;ニー行って作付け し, ;''I:HU ノ)冊 戊,I-行なっているが (第 2表). 未だ新 晶種を出すま

弟 2 表 マ ラヤにおけ/7Jlocalhybrid(イン ド型 ,～:イ ン ド型)
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でに至 っていない｡

このうち BunbongLima水稲試験場で 育成試験に 供されていた 16組合せ (すべて片親は

RadinKling)の雑種集団と選抜系統の種子は,1959-60年に日本人専門家に委託され, 以後

同場において後代の選抜固定を図 りつつ,試験が継続されている｡

3. マラヤ品を巨×日本型品種の交雑 (Cuttackhybrid)による育種

第二次大戦後 F.A.0.の InternationalRice Hybridization Programmeによりインドの

Cuttack で交配された F2 種子を受けて育種の材料 としている｡ この交配の目的は,インド型

品種 と日本型品種のそれぞれのもつ優良因子を組合せようとしたものであり,現在マラヤの育

種において最 も期待をかけているものである｡ これまでの組合せには, Naching57,Siam 29

などの13のマラヤ品種に対 し, 日本型の親としては旭, 農林 1号など10の日本品種 と台巾65

号,PeBiFunの 2台湾品柘を用いており一部の戻交配を含めて総計74の組合せの後代が供試

されている｡

この材料による育種は 1950-51年に開始され, 主 として Pulau Gadong および Telok

Chengaiの両試験場で集団の養成 と選抜が実施され,その後一部の組合せを BukitMerah試

験場にも移 して試験が行なわれていた (第 3表)｡

これ らの大部分は集団のまま維持されていたが, 1958年以降日本人専門家が BukitMerah

に駐在するにともない,まず26組合せの雑種集団 (F5_7) が手渡されて選抜を依頼され, 次い

で1959-60年に25組合せの雑種集団 (F3,F12_13) と12組合せの系統 (F8～9),1960年には35組合

せの系統 (F8～10)が供試材料 として追加委託された｡ これ らの材料について 一部は集団の養

成を継続 しつつ,逐次個体および系統の選抜と固定が図られ,この中か ら別に報豊される新品

種 Malinjaの育成に成功 したものである｡

Ⅴ 技術上の欠陥と問題点および対策

既述のように,スタッフの不足 と知識経験の乏 しさか ら,育種試験の現場では種 々の欠陥が

みられた｡たとえば,雑種集団は一組合せ当り約 4,500個体栽植されていたが,その次代の養

第 3表 マラヤにおける Cuttackhybrid(インド型×日本型)

≡‡三三 二~二二~~一一~~項 一百T

州

集団養成の組合せ数 日 系統栽培 の系統数

≡.edSel.｡sley 芸 lkOifSheer::al 工 芸 18* 1三三Z* 鳥 …2㌦ &Fil81_010(14,

注 1. *印は日本人専門家による供試数を示す｡
2. BukitMerahにおける1960年の集団養成の材料のうち,12組合せが1956年以降年 2世代経

過により F13_14 に達していろ｡
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戒のための種子は,集団中わずか40-50個体か ら採種 され,このため多くの優良遺伝子型が急

速に失なわれたと思われる場合があり,また,系統試験の取扱い:二ついて も, 1系統当 り100

-150桐休が 3条に栽植 され, 次代J)ための採種は中央列からのみす るという過度の厳 密さで

行なっている反面,それか ら適当に 1- 4穂をとって次代の系統 とす ることを反覆 したため,大

部分の系統がきわめて類似の表現型のものとなっていた場合もあった -J とくにマラヤ品種×H

本 晶 秤の組合せのような遠縁交雑の場合,きわめて幅広い分離/Jf示す ものであるが,illj-)1本L/,)よ

うな方法により無意識的にきわめて強い淘汰が加えられて,その結果雑種後代は急速に一一万粗

であるマラヤ品種に似た表現;里 に近づいたと思われ る場合があった｡ さらに, 選抜のた･1})の

調査方法,選抜の基準について も-1一定の方式はな く, f巧く人専門J遠くの手によってようや く純絹

的な選抜日成が開始された

またたとえば,A試験地で養成された幾つかの雑種iJ三団または選抜系統の種子を分 って B試

験地でも試験を行ない,さらにB試験地か ら同 じ材料をCおよこヾD試験地にも移 して栽培 し,

それぞれの場所で選抜を行なうという方式がとられていたが.このF制 二系統的な考慮は余 り払

jlれノてお らず,実際に材料,を取扱 う下級職 員の不馴れにもよって時として混乱が生 じ系統の前

歴が不明確になっていろ場 合があった,3 BukitMerah試賦場で受けた材料の 多 くもこのよう

な状態のものであって,それ らを整押 し,来歴,i-r明碑にして系統番号,Jきつける際に,かなりの

｢伸雄>i-i-強い られた

び勧告のうち主要なものを列挙す る 三次U)ようなことであるr

1. 遠緑交雑の後代ではきわめて広い遺伝子L]7.I-I_の分離があり,これを普通の集団栽培で世 代

･Jl,r市ねてい くと,異なる遺伝 千g･]_｢制 二働 くと思われる強い競 合により,重要な遺伝子型 のある

ものは,とくに早い世代において急速に失なわれると思われ るJ このことはインド型 X Fl木 型

の雑種後代集団のrt~1で,I_LLl再 日数や草 )ll''riなどの形質についてインド型の親に近い僧休の比率が

非常に高 くなってい ることか らもうかがわれ る 従って雑種後代の取扱いにはそのような損失

/,I/できるだけ避けろように注意を要す る〔

2. 表現型か らは,′仰 木単位よりも系統 単位 の方が環境の影響が少ない｡それゆえ選抜にあ

3. ある選抜;l'l'(韓か ら次代系統のための偶休を選抜す る場合,少な くとも5個体をとること

が望ま しい r) 通例これ ら5個体に由来す る次代の 5系統/Ji-1セ ッ ト (1系征群) として取扱

い,もし群内系統間にあま り分離のない場合には,選抜 はまず系統群の比較によって行ない,

決に選ばれた系統群から最 もよいと思われる 1系統,JiI-次代系統のために選抜す る｡ただ し,前

のt酎tで非常に有望 と思われた系統,または分離の大であった系統の場合には,次代の 1系統

7附ま5系維以上である方がよい｡
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4･ 土地や労力の不足か ら,毎世代にこの方法を適用することが困難な場合には.派雄系統

法が有効であろうOさらに,インド型 × 日 本型 雑種のようにかなり後代まで同定 しに くい場合

には,派年系統法は一層有効である0

5. 非感光性を重要な選抜 目標とす る場合, 雑種集団か らU)個体選抜は Offseason に実施

すべきである｡もし Offseasonの栽培が不 可能ならば, 選抜系統は早期に Offseasonの栽

培可能の場所で検定され るべきである｡

6. その他の生坪年態的形質についても,選抜のできるだけ早い世代で検定すべきである｡)

この種の検定試験には,通例,系統栽培 と別に同 じ材料を用いて実施することが必要である｡

当面の問題として倒伏性の検定が必要であり,多肥条件下で検定することが可能であるrっ 一般

にはNの 60-801bs/acreの条件が適当と思われる｡

7. 耐病虫性の検定も必要であり,とくに耐肥性1冒挿巨の育成に関適 して考慮 されなければな

らない｡ このため耐病虫性検定に適当の場所および方法を検討する必要がある｡

8. 交雑育種の倶議材料の大部分は1951年に試験開始の Cuttackhybridであり,その後19

564F･交配までの若干の材料があるがその後の交配が行なわれていない｡ しかもこれらの人甘分

は単交配であり,かつ現在マラヤの育種は現有の組合せ材料に対する依存度が強過 ぎる｡ この

ままでは近い将来に試験材料が潤渇することも懸念されるので,早急に次の交配を開始すべき

であり,そのための有用母本の検討が必要である｡

9. 交配母本に関 して, 耐肥性,耐倒伏性遺伝 子をマラヤ品種に導入す るためにもっぱら日

本品種が用いられている｡否種の実際的成功の難易か らすれば,目的形質以外は,できるだけ両

親の遺伝組成が近似 していることが望ましい｡台湾品種は口本品種のもつ長所を有 し,かつそ

の他の特性でかな りマラヤ品種に近いので,今後の交配母本 として十分の関心を払 う必要があ

る｡

10. 系統および詣凍封こついて, いろいろの地帯における適応性を検定することは重要なこ

とであるが,現在のところ,材料が各地に配布されて選抜に供 される過程は必ず しも統一的で

ないようであり,若干の混乱の珪ずることがありうる｡従 って,より組織的な適応性検定試験

を行なうことが望ま しく,とくに雑種系統の場合に一層重要なことである｡このことに関連 し

て,系統適応性検定試験の具体的方法の-試案を提出 したo

ll. その他, 召捕に闇通 して,品種の生理真二態的研究,気象感応試験,-irT-種の組織化,施

設の整備拡充などにつき,適宜種 々の勧告助言が提出された｡
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